
岡山市本庁舎等整備基本計画（機能別整備方針等）市民説明会 議事要旨 

日時 令和元年９月８日（日） １０：００～１１：３０ 

場所 岡山市役所 本庁舎７階 大会議室 

１ 開会 

・庁舎管理課長あいさつ 

２ 議事 

・本庁舎等整備について 

３  閉会 

１．開会 庁舎管理課長あいさつ 

・本庁舎の整備は、昨年度基本構想をとりまとめ、大供公園・鹿田町駐車場敷地に建て替えるこ

ととした。現在、来年の基本設計発注に向けて、新庁舎の機能等について検討を進めている。

周辺道路や工事中の影響など、様々な疑問をお持ちだと思う。まだ、計画段階であり具体的な

お答えができない部分があるかと思うが、今後もこういった説明会も含めて、市民の皆様から

ご意見をいただきながら進めていきたい。 

また、経済界から提案のあったアリーナの併設については、市から経済界に対して、９月末ま

でに実現可能性について示してほしいと依頼をしていた。先日８月８日に、９月末までに結論

を出すことは難しいという返事があった。庁舎整備はアリーナとは別に進めていくこととなっ

たのでご報告する。 

２．説明 

 ＜機能別整備方針等の内容について庁舎管理課から説明＞ 

＜主な質疑応答の内容＞ 

・環境に配慮した庁舎を理念に掲げているが、周辺交通や周辺住民へのプライバシーへの配慮も

必要ではないか。もっと周辺環境についての対策も明確にしてほしい。 

→駐車場へのアプローチをわかりやすくして、迷われて周辺を通行する車を減らしていきたいと

考えているし、今年度、交通量調査をしており、大供交差点等への影響も考えながら、関係機

関と協議を進めている。また、周辺住民の方へのプライバシーの配慮について、南側の住民の

方は見下ろされるというご心配があるかと思う。現在、敷地ぎりぎりまで建っている鹿田町駐

車場よりは北側になると思われるし、その他の対策についても来年度行う設計の中で、できる

ことを考えていきたい。 



・新しい公園は市民の憩いの場となっており、昔からある町内の公園としては使えないのではな

いか。地元の小学生と清掃活動をしたりしている。どう説明したらいいのか。 

→公園のメニューや使い方は、まだ決まっているわけではない。周辺住民の方々も含めた憩いの

場になるようにしていきたいと考えている。今後、より具体的になっていく中で、地元の方々

からもご意見をいただきたい。 

・庁舎前にできる広場・公園はカフェやテラスなどが併設されれば、岡山ではあまり見られない

ような都市型公園となる。路面電車の話もあり、回遊性のことなどを考えると、庁舎整備と同

じぐらい熟考が必要となる。パークマネジメントの手法や整備のスケジュールについてどう考

えているのか。 

 →来年度、新庁舎の建物の基本設計を行い、同時に公園・広場の基本計画を考えていく予定。

建物の位置や形が明確になると公園等の具体的な議論ができる。手法も含めて、関係課とも協

力しながら進めていく。 

・新庁舎の規模に対して、保健福祉会館と公園の間の道路と公園の南側の道路は幅が狭く、違和

感がある。保健福祉会館前は、現在でも路上に停車している車があり、危なく感じる。 

 →新庁舎へのアクセスは渋滞等考慮しながら、西側の県道１７３号線からの出入りに集中させ

たいと考えている。保健福祉会館の前の道も市道廃止を含めて検討し、自転車や歩行者のみ通

れるようにすることも考えている。また、公園の南側道路についても歩道がないため、拡幅も

含めて検討していきたい。 

・写真の掲載ばかりで、岡山市の主体性がない。将来も見据えて、トータル的に考えていただき

たい。 

 →現在、基本計画の中の整備方針の段階である。今後の働き方や予算なども含めて、将来を見据

えて検討していきたい。 

・分庁舎はどうなるのか。働き方改革が進んでいる中で、すべて集約することで本当に効率的に

なるのか。 

 →分庁舎は、基本構想の中で集約していくこととしており、今後、他の活用策を検討していく。

将来の働き方の議論もしているが、分庁舎に窓口や執務室が分散している課題を解消するた

め、集約していくこととなった。 

・大供公園でグラウンドゴルフをやっている。いつ使えなくなるのか。新しい公園でできるのか。

 →令和４年度の後半には鹿田町駐車場と大供公園の解体に入る。新しい公園は、広場を含めれば

今よりも大きな空間となるが、整備はこれからになるため、ご意見をいただきながら進めてい

きたい。 



・現在の執務室は書類の山となっている。対策をしないまま新しい庁舎になっても狭いままで変

わらないのではないか。 

 →今後の働き方も含めて、電子化やペーパーレスについて、庁内の作業部会で検討している。 

・被災した時に市の職員が生き残れるのか。非常用電源や水が必要になるし、地下に設備があれ

ば水没する。過去の災害の教訓を他人事と思わず、自分のこととして取り組んでほしい。 

 →新庁舎では地下に機械設備を設ける予定はない。P.24 にあるようなことを検討している。関

係課と一緒になって、計画を進めていく。 

・資料を見ていると庁内の他部署は協力していないように感じる。全庁を挙げて検討するように

言ってもらいたい。 

 →大規模な事業になるため、全庁を挙げての検討が必要になる。現在、庁内の関係部署が集まり、

作業部会という形で議論をしている。引き続き、職員の意見も聞きながら進めていきたい。 

・前回の説明会では低層階の話はなかった。周辺との距離感や圧迫感がある。最近の建物は周辺

に共有スペースを十分にとっている。近所の住民としては、圧迫感がないようにしてもらいた

い。 

 →ある程度の規模の建物にはなることはご理解いただきたい。敷地に限りもあり、低層階は市民

窓口を確保するために、ある程度の面積が必要となる。現在はイメージ図の状態であり、今後

設計を進める中で決まってくる。 

３．閉会 

＜終了＞ 


